
（
２
０
２
２・9・21
〜
２
０
２
２・12・13
）敬
称
略

（
２
０
２
２・9・17
〜
２
０
２
２・12・11
）敬
称
略

や
ね
の
う
え
の
ガ
チ
ョ
ウ

電
気
オ
ー
ブ
ン
整
備
完
了

　
社
会
福
祉
法
人
富
山
県
共
同
募
金
会
か
ら

の
令
和
四
年
度
事
業
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金

助
成
金
」
を
活
用
し
、
電
気
オ
ー
ブ
ン
を
整

備
し
ま
し
た
。

　
よ
り
質
の
高
い
商
品
を
作
り
、
売
上
を
向

上
さ
せ
、
利
用
者
の
工
賃
ア
ッ
プ
に
繋
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
整
備
完
了
の
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

「
お
墨
付
き
」と
は「
そ
の
品
物
が『
本
物
で

あ
る
こ
と
』
や
、『
確
か
な
品
質
で
あ
る
こ
と
』

を
保
証
す
る
」と
い
う
意
味
の
言
葉
で
、
例
え

ば「
食
彩
部
門
の
新
商
品『
塩
ゆ
で
た
ま
ご
』の

美
味
し
さ
は
、
園
長
の
お
墨
付
き
で
あ
る
」と

い
う
具
合
に
使
わ
れ
る
。

も
と
も
と
は
室
町
時
代
や
江
戸
時
代
に
、将

軍
や
大
名
と
い
っ
た
身
分
の
高
い
人
が
、
自
分

の
書
状
に
「
花
押
（
か
お
う
）」
と
い
う
署
名
を

墨
で
書
き
、
本
物
で
あ
る
証
に
し
て
い
た
こ
と

か
ら
そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

本
紙
「
め
ひ
の
＋（
プ
ラ
ス
）」の
コ
ー
ナ
ー
で

紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
園
で
は
新
商
品
の

開
発
に
日
々
力
を
入
れ
て
い
る
。商
品
コ
ン
セ

プ
ト
の
発
案
に
始
ま
り
、
生
産
計
画
の
立
案
、

原
価
計
算
、食
材
の
吟
味
、製
造
方
法
の
工
夫

…

と
、
商
品
化
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
一
般
的
な

企
業
と
大
差
な
い
と
思
う
が
、当
園
の
場
合
は
、

も
う
一
つ
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
。そ
れ
は
「
園
長
の
舌
」…

で
は
な
く

（
笑
）、「
利
用
者
が
い
か
に
生
産
工
程
に
携
わ
っ

て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。ど
れ
だ
け
良

い
試
作
品
が
出
来
た
と
し
て
も
、
利
用
者
の
出

来
る
こ
と
や
得
意
な
こ
と
が
仕
事
に
活
か
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば「
お
墨
付
き
」は
も
ら
え
な
い
。

原
材
料
費
の
高
騰
や
、経
済
活
動
の
鈍
化
な

ど
、課
題
が
尽
き
な
い
昨
今
で
は
あ
る
が
、そ
れ

で
も
利
用
者
の
仕
事
を
創
出
す
る
た
め
に
、
ハ

ー
ド
ル
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
、め
ひ
の
野
園

な
ら
で
は
の
一
品
を
世
に
送
り
出
す
ま
で
挑

戦
を
続
け
る
職
員
の
姿
を
、今
年
も
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
岡
崎
　
記
）

　
　
　
　
　
　
　
記

一
、
総
事
業
費
　
　
　  

三
二
七
万
八
千
円

一
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

二
四
〇
万
円

佐
藤
理
容
院         

 

富
山
市

地
域
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
世
話
人
一
同
 
富
山
市

竹
部
　
昭
子           

 

高
岡
市

早
瀬
　
義
範
 

富
山
市

熊
膳
　
勇 

 

富
山
市

牧
田
　
修
明
 

富
山
市

安
田
　
成
典
 

中
新
川
郡

北
川
　
忠
 

富
山
市

片
田
　
弘
 

魚
津
市

金
城
大
学
 

石
川
県
白
山
市

　
い
わ
み
福
祉
会
 

島
根
県
浜
田
市

長
井
　
悦
子
 

富
山
市

全
国
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

 

東
京
都
千
代
田
区

富
山
短
期
大
学
 

富
山
市

富
山
国
際
大
学
 

富
山
市

福
田
　
博
之
 

射
水
市

竹
本
　
潔
史
 

富
山
市

亀
山
　
知
己
 

富
山
市

有
岡
　
美
恵
子
 

富
山
市

今
井
　
哲
治
 

富
山
市

廣
田
　
美
千
代
 

富
山
市

ア
イ
エ
ッ
チ
フ
ァ
ー
ム
㈱
 

須
澤
　
玉
枝

（
公
財
）富
山
市
体
育
協
会
 

藤
沢
　
智
子

㈱
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
北
陸
 

定
広
　
聡

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョン
㈱

 

柞
山
　
正
志・小
竹
　
孝
典

日
通
リ
ー
ス
＆
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
㈱
 礒
田
　
祐
徳

㈱
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｓ
 

中
山
　
直
哉

富
山
県
厚
生
部
障
害
福
祉
課
自
立
支
援
係

 

平
内
　
由
利・高
井
　
智
美

富
山
県
農
林
水
産
部
農
業
経
営
課

 

吉
島
　
利
則・柳
瀬
美
智
代

富
山
県
厚
生
部
障
害
福
祉
課

 

寳
達
　
芳
郎・倉
田
　
翔
平

富
山
労
働
基
準
監
督
署
 

干
場
　
哲
郎

 

竹
折
　
拓
哉・高
嶋
　
美
結

富
山
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
 

山
本
　
洋
介

に
わ
や
 

小
林
　
　
仁

寄
付
金
振
込
口
座
番
号

　
北
陸
銀
行
呉
羽
支
店
　
店
番
号
120

　
普
通
預
金
６
０
７
７
２
３
０

　
社
会
福
祉
法
人
　
め
ひ
の
野
園

（
２
０
２
２・9・21
〜
２
０
２
２・12・13
）敬
称
略

髙
　
嶋
　
栄
　
子
 

富
山
市

橋
　
本
　
奈
穂
子
 

岐
阜
県
飛
騨
市

田
　
代
　
広
　
之
 

富
山
市

田
　
代
　
貞
　
子
 

富
山
市

鍋
　
島
　
朋
　
子
 

下
新
川
郡

青
　
木
　
良
　
成
 

富
山
市

浅
　
井
　
貴
代
美
 

富
山
市

石
　
政
　
明
　
美
 

富
山
市

杉
　
木
　
良
　
子
 

富
山
市

杉
　
本
　
明
　
久
 

富
山
市

冨
　
堂
　
聖
　
子
 

富
山
市

成
　
田
　
昭
　
二
 

富
山
市

西
　
　
　
孝
　
浩
 

富
山
市

野
　
村
　
利
美
子
 

富
山
市

廣
　
田
　
雅
　
俊
 

富
山
市

山
　
本
　
幸
　
夫
 

富
山
市

後
援
会
振
込
口
座
番
号

　
北
陸
銀
行
五
福
支
店
　
店
番
号
140
　

　
普
通
預
金
４
２
５
０
５
９
０
　

　
　
め
ひ
の
野
園
後
援
会

（福）

　立山連峰から昇る朝日を浴び、神 し々い光に包まれる
富山県高岡市の「雨晴（あまはらし）海岸」。
　ここは万葉集では「渋渓」と詠まれ、現在めひの野園に
９棟あるグループホームの1つ「渋渓寮」の寮名はこれに
由来しています。

　立山連峰から昇る朝日を浴び、神 し々い光に包まれる
富山県高岡市の「雨晴（あまはらし）海岸」。
　ここは万葉集では「渋渓」と詠まれ、現在めひの野園に
９棟あるグループホームの1つ「渋渓寮」の寮名はこれに
由来しています。

しぶたにしぶたに

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

「
地
域
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

「
地
域
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

め
ひ
の
野
園
の
ル
ー
ツ
を
め
ぐ
る

め
ひ
の
野
園
の
ル
ー
ツ
を
め
ぐ
る

40th
Anniversary

mehino

特集

（福）

社
会
福
祉
法
人
上
越
福
祉
会
　
つ
ど
い
の
郷

 
宮
野
入
　
康・杉
本
　
真
規・池
田
　
美
雪

昭
和
電
工
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
㈱
 

向
　
郁
夫

日
本
ハ
ム
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
㈱
 
宮
澤
　
省
二

㈲
青
青
編
集
 

今
牧
　
優
美

㈲
タ
イ
セ
イ
ツ
ア
ー
ズ
 

金
森
　
佳
世

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局

農
村
政
策
部
都
市
農
村
交
流
課
 阿
南
真
太
郎

㈱
ト
ヤ
マ
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
 

小
室
　
浩
介

Ｕ
Ｒ
Ｓ
ジ
ャ
パン
㈱
 

 

中
田
　
一
郎・池
淵
　
昌
志

富
山
県
火
災
共
済
協
同
組
合
 
城
村
　
　
賛

 

長
森
　
智
昭

富
山
県
厚
生
部
障
害
福
祉
課
地
域
生
活
支
援
係

 

山
田
亮
太
郎・谷
内
　
奈
央

㈱
カ
ラ
フ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
 

小
谷
　
朱
音

（1）　第134号　2023年1月16日 第134号　2023年1月16日 　（8）



めひの万葉めぐりマップめひの万葉めぐりマップ

　
お
堅
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
家
持
で
す
が
、

夜
宴
が
お
開
き
ム
ー
ド
の
時
に
「
み
ん
な
で

海
に
行
こ
う
ぜ
！
」と
誘
う
あ
た
り
、意
外
に

宴
好
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

記
・
広
報
委
員
会
　
岡
崎
　
秀
徳

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

め
ひ
の
野
園
の
ル
ー
ツ
を
め
ぐ
る

め
ひ
の
野
園
の
ル
ー
ツ
を
め
ぐ
る

馬
並
め
て
　
い
ざ
う
ち
行
か
な

　
渋
谿
の
　
清
き
磯
廻
に

　
　
寄
す
る
波
見
に

　
　
　
　
（
大
伴
　
家
持
）

馬
並
め
て
　
い
ざ
う
ち
行
か
な

　
渋
谿
の
　
清
き
磯
廻
に

　
　
寄
す
る
波
見
に

　
　
　
　
（
大
伴
　
家
持
）

「
渋
渓
寮
」
の
由
来
の
歌

「
渋
渓
寮
」
の
由
来
の
歌

―
―
馬
を
並
べ
、
さ
あ
出
か
け
よ
う
。

渋
谿
の
清
ら
か
な
磯
辺
に
打
ち
寄
せ

る
波
を
見
に
。

　
め
ひ
の
野
園
で
は
、
法
人
名
を
始

め
、
事
業
所
名
の
ほ
と
ん
ど
が
「
万

葉
集
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
１
９
９
０
年
（
平
成
２
年
）
に
、

知
的
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
と
し
て

「
群
竹
寮
」を
建
設
し
、そ
の
後
も「
若

月
寮
（
平
成
３
年
）」、「
渋
渓
寮
（
平

成
４
年
）、た
ち
山
寮（
平
成
５
年
）と
、

地
域
に
次
々
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
寮
名
も

万
葉
歌
が
由
来
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
る
夜
、
ふ
と
上
を
向
く
と
三
日
月
が
出
て
い
た
。

「
あ
の
時
に
一
目
見
た
あ
の
方
の
眉
の
よ
う
だ
」
―
。

家
持
は
16
歳
に
し
て
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
越
中
国
守
に
赴
任
す
る
前
の
多
感
な
時
期
に
、
一

目
見
た
女
性
へ
の
繊
細
な
思
い
を
詠
ん
だ
こ
の
歌
が

由
来
と
な
っ
た
「
若
月

寮
」
は
、
め
ひ
の
野
園

で
最
初
の
「
女
性
専
用

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

と
し
て
開
設
さ
れ
、
今

で
も
利
用
者
の
笑
顔
が

絶
え
な
い
マ
イ
ホ
ー
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
。

立
山
は
「
神
の
山
」
？

｢地
域
に
溶
け
込
ん
で
生
活
を
」と
の

思
い
で
開
設
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
渋
谿
」
と
は
？

　
立
山
と
は
富
山
県
南
東
部
に
そ
び
え
る
立
山

連
峰
を
指
し
、
古
く
は
「
た
ち
や
ま
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　
夏
で
も
雪
が
残
る
崇
高
な
姿
か
ら
、
立
山
は

古
来
よ
り
神
山
・
霊
山
と
し
て
山
岳
信
仰
の
対

象
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
万
葉
の
時
代
は
４
月
か
ら
６
月
が
夏
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
夏
な
の
に
雪
が
積
も
っ
た
立
山
の

山
な
み
を
、
越
中
に
赴
任
し
て
初
め
て
目
に
し

た
家
持
が
見
飽
き
る
こ
と
な
く
眺
め
、「
神
の

山
に
違
い
な
い
」
と
詠
ん
だ
の
も
無
理
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
歌
に
あ
る
「
渋
谿
の
磯
」
と
は
、
現
在
の
雨

晴
海
岸
の
こ
と
で
す
。
天
平
18
年（
７
４
６
年
）

８
月
、
家
持
が
国
守
と
し
て
越
中
に
赴
任
し
て

ほ
ど
な
く
夜
宴
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
宴
も

そ
ろ
そ
ろ
お
開
き
の
頃
合
い
に
、
宴
の
主
催
者

で
あ
る
家
持
は
「
も
う
少
し
楽
し
み
た
い
」
と

思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。「
国
守
館
か
ら
出
て
、清

ら
か
な
波
が
打
ち
寄
せ
る
の
を
見
に
行
こ
う
」

と
提
案
し
た
と
い
う
歌
で
す
。

　
海
の
な
い
大
和
盆
地
に
育
っ
た
家
持
に
と
っ

て
、「
渋
谿
の
磯
」
に
打
ち
寄
せ
る
白
波
は
鮮

烈
に
映
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
今
で
も
見
る
人
の
心
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な

い
そ
の
景
観
は
、
富
山
県
を
代
表
す
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
た
と
え
障
が
い
が
あ
っ
て
も
地
域
で
当
た
り
前
の

生
活
を
」
と
い
う
設
立
者
の
思
い
で
「
群
竹
寮
」
が

福
祉
ホ
ー
ム
と
し
て
開
設
さ
れ
て
30
余
年
。
こ
れ
ま

で
、
め
ひ
の
野
園
は
富
山
市
呉
羽
の
地
に
９
棟
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
設
し
て
き
ま
し
た
。

　
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
寄
り
添
っ
た
「
合

理
的
配
慮
」
に
よ
る
支
援
を
続
け
、
そ
の
実
践
が
実

を
結
び
、
今
で
は
重
複
障
害
の
方
、
自
閉
傾
向
の
強

い
方
な
ど
、
様
々
な
特
性
の
方
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
生
活
し
て
い
ま
す
。

いつも温かい雰囲気の「若月寮」。
呉羽山旧天文台登り口にある歌碑。

高岡一宮気多神社
境内の歌碑。

高岡万葉歴史館にある歌碑プレート。
心が清らかになるような景観をカメラに収めようと、
多くの人が訪れる雨晴海岸。

Anniversary

mehino

第3回

4040th

安養坊安養坊

渋渓寮渋渓寮

大伴家持万葉歌碑大伴家持万葉歌碑

呉羽山公園
展望台
呉羽山公園
展望台

呉羽山公園都市
緑化公園
呉羽山公園都市
緑化公園

若月寮若月寮たち山寮たち山寮

富山市立
呉羽小学校
富山市立
呉羽小学校

群竹寮
（めひの野園敷地内）
群竹寮
（めひの野園敷地内）

富田町富田町

富山
県五
福公
園

富山
県五
福公
園

富山高岡線

富山高岡線

呉羽丘陵呉羽丘陵

44

う
ま

な

ゆ

し
ぶ
た
に

き
よ

い
そ 

み

よ

な
み

み

振
り
放
け
て
　
若
月
見
れ
ば

　
一
目
見
し
　
人
の
眉
引
き

　
　
思
ほ
ゆ
る
か
も

　
　
　
　
（
大
伴
　
家
持
）

振
り
放
け
て
　
若
月
見
れ
ば

　
一
目
見
し
　
人
の
眉
引
き

　
　
思
ほ
ゆ
る
か
も

　
　
　
　
（
大
伴
　
家
持
）

「
若
月
寮
」
の
由
来
の
歌

「
若
月
寮
」
の
由
来
の
歌

―
―
振
り
仰
い
で
三
日
月
を
見
る
と
、

一
目
見
た
あ
の
人
の
眉
が
自
然
と
思

い
起
こ
さ
れ
る
。

み
か
づ
き

ふ

さ

み
か
づ
き

ま
よ

立
山
に
　
降
り
置
け
る
雪
を

　
常
夏
に
　
見
れ
ど
も
飽
か
ず

　
　
神
か
ら
な
ら
し

　
　
　
　
（
大
伴
　
家
持
）

立
山
に
　
降
り
置
け
る
雪
を

　
常
夏
に
　
見
れ
ど
も
飽
か
ず

　
　
神
か
ら
な
ら
し

　
　
　
　
（
大
伴
　
家
持
）

「
た
ち
山
寮
」
の
由
来
の
歌

「
た
ち
山
寮
」
の
由
来
の
歌

―
―
立
山
に
降
り
積
も
っ
た
雪
は
夏

で
も
消
え
ず
、
見
飽
き
る
こ
と
は
な

い
。
神
の
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だ
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ら
で
あ
ろ
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。
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めひの万葉めぐりマップめひの万葉めぐりマップ
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海
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う
ぜ
！
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誘
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あ
た
り
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外
に

宴
好
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だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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会
　
岡
崎
　
秀
徳

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

め
ひ
の
万
葉
歌
紀
行

め
ひ
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園
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ツ
を
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る

め
ひ
の
野
園
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ル
ー
ツ
を
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ぐ
る

馬
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渋
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寄
す
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波
見
に

　
　
　
　
（
大
伴
　
家
持
）

馬
並
め
て
　
い
ざ
う
ち
行
か
な

　
渋
谿
の
　
清
き
磯
廻
に

　
　
寄
す
る
波
見
に

　
　
　
　
（
大
伴
　
家
持
）

「
渋
渓
寮
」
の
由
来
の
歌

「
渋
渓
寮
」
の
由
来
の
歌

―
―
馬
を
並
べ
、
さ
あ
出
か
け
よ
う
。

渋
谿
の
清
ら
か
な
磯
辺
に
打
ち
寄
せ

る
波
を
見
に
。

　
め
ひ
の
野
園
で
は
、
法
人
名
を
始

め
、
事
業
所
名
の
ほ
と
ん
ど
が
「
万

葉
集
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
１
９
９
０
年
（
平
成
２
年
）
に
、

知
的
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
と
し
て

「
群
竹
寮
」を
建
設
し
、そ
の
後
も「
若

月
寮
（
平
成
３
年
）」、「
渋
渓
寮
（
平

成
４
年
）、た
ち
山
寮（
平
成
５
年
）と
、

地
域
に
次
々
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
寮
名
も

万
葉
歌
が
由
来
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
る
夜
、
ふ
と
上
を
向
く
と
三
日
月
が
出
て
い
た
。

「
あ
の
時
に
一
目
見
た
あ
の
方
の
眉
の
よ
う
だ
」
―
。

家
持
は
16
歳
に
し
て
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
越
中
国
守
に
赴
任
す
る
前
の
多
感
な
時
期
に
、
一

目
見
た
女
性
へ
の
繊
細
な
思
い
を
詠
ん
だ
こ
の
歌
が

由
来
と
な
っ
た
「
若
月

寮
」
は
、
め
ひ
の
野
園

で
最
初
の
「
女
性
専
用

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

と
し
て
開
設
さ
れ
、
今

で
も
利
用
者
の
笑
顔
が

絶
え
な
い
マ
イ
ホ
ー
ム

に
な
っ
て
い
ま
す
。

立
山
は
「
神
の
山
」
？

｢地
域
に
溶
け
込
ん
で
生
活
を
」と
の

思
い
で
開
設
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
渋
谿
」
と
は
？

　
立
山
と
は
富
山
県
南
東
部
に
そ
び
え
る
立
山

連
峰
を
指
し
、
古
く
は
「
た
ち
や
ま
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

　
夏
で
も
雪
が
残
る
崇
高
な
姿
か
ら
、
立
山
は

古
来
よ
り
神
山
・
霊
山
と
し
て
山
岳
信
仰
の
対

象
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
万
葉
の
時
代
は
４
月
か
ら
６
月
が
夏
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
夏
な
の
に
雪
が
積
も
っ
た
立
山
の

山
な
み
を
、
越
中
に
赴
任
し
て
初
め
て
目
に
し

た
家
持
が
見
飽
き
る
こ
と
な
く
眺
め
、「
神
の

山
に
違
い
な
い
」
と
詠
ん
だ
の
も
無
理
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
歌
に
あ
る
「
渋
谿
の
磯
」
と
は
、
現
在
の
雨

晴
海
岸
の
こ
と
で
す
。
天
平
18
年（
７
４
６
年
）

８
月
、
家
持
が
国
守
と
し
て
越
中
に
赴
任
し
て

ほ
ど
な
く
夜
宴
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
宴
も

そ
ろ
そ
ろ
お
開
き
の
頃
合
い
に
、
宴
の
主
催
者

で
あ
る
家
持
は
「
も
う
少
し
楽
し
み
た
い
」
と

思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。「
国
守
館
か
ら
出
て
、清

ら
か
な
波
が
打
ち
寄
せ
る
の
を
見
に
行
こ
う
」

と
提
案
し
た
と
い
う
歌
で
す
。

　
海
の
な
い
大
和
盆
地
に
育
っ
た
家
持
に
と
っ

て
、「
渋
谿
の
磯
」
に
打
ち
寄
せ
る
白
波
は
鮮

烈
に
映
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
今
で
も
見
る
人
の
心
を
惹
き
つ
け
て
や
ま
な

い
そ
の
景
観
は
、
富
山
県
を
代
表
す
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
た
と
え
障
が
い
が
あ
っ
て
も
地
域
で
当
た
り
前
の

生
活
を
」
と
い
う
設
立
者
の
思
い
で
「
群
竹
寮
」
が

福
祉
ホ
ー
ム
と
し
て
開
設
さ
れ
て
30
余
年
。
こ
れ
ま

で
、
め
ひ
の
野
園
は
富
山
市
呉
羽
の
地
に
９
棟
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
設
し
て
き
ま
し
た
。

　
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
寄
り
添
っ
た
「
合

理
的
配
慮
」
に
よ
る
支
援
を
続
け
、
そ
の
実
践
が
実

を
結
び
、
今
で
は
重
複
障
害
の
方
、
自
閉
傾
向
の
強

い
方
な
ど
、
様
々
な
特
性
の
方
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
生
活
し
て
い
ま
す
。

いつも温かい雰囲気の「若月寮」。
呉羽山旧天文台登り口にある歌碑。
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多くの人が訪れる雨晴海岸。

Anniversary

mehino

第3回

4040th

安養坊安養坊

渋渓寮渋渓寮

大伴家持万葉歌碑大伴家持万葉歌碑

呉羽山公園
展望台
呉羽山公園
展望台

呉羽山公園都市
緑化公園
呉羽山公園都市
緑化公園

若月寮若月寮たち山寮たち山寮

富山市立
呉羽小学校
富山市立
呉羽小学校

群竹寮
（めひの野園敷地内）
群竹寮
（めひの野園敷地内）

富田町富田町

富山
県五
福公
園

富山
県五
福公
園

富山高岡線

富山高岡線

呉羽丘陵呉羽丘陵

44

う
ま

な

ゆ

し
ぶ
た
に

き
よ

い
そ 

み

よ

な
み

み

振
り
放
け
て
　
若
月
見
れ
ば

　
一
目
見
し
　
人
の
眉
引
き

　
　
思
ほ
ゆ
る
か
も

　
　
　
　
（
大
伴
　
家
持
）

振
り
放
け
て
　
若
月
見
れ
ば

　
一
目
見
し
　
人
の
眉
引
き

　
　
思
ほ
ゆ
る
か
も

　
　
　
　
（
大
伴
　
家
持
）

「
若
月
寮
」
の
由
来
の
歌

「
若
月
寮
」
の
由
来
の
歌

―
―
振
り
仰
い
で
三
日
月
を
見
る
と
、

一
目
見
た
あ
の
人
の
眉
が
自
然
と
思

い
起
こ
さ
れ
る
。

み
か
づ
き

ふ

さ

み
か
づ
き

ま
よ

立
山
に
　
降
り
置
け
る
雪
を

　
常
夏
に
　
見
れ
ど
も
飽
か
ず

　
　
神
か
ら
な
ら
し

　
　
　
　
（
大
伴
　
家
持
）

立
山
に
　
降
り
置
け
る
雪
を

　
常
夏
に
　
見
れ
ど
も
飽
か
ず

　
　
神
か
ら
な
ら
し

　
　
　
　
（
大
伴
　
家
持
）

「
た
ち
山
寮
」
の
由
来
の
歌

「
た
ち
山
寮
」
の
由
来
の
歌

―
―
立
山
に
降
り
積
も
っ
た
雪
は
夏

で
も
消
え
ず
、
見
飽
き
る
こ
と
は
な

い
。
神
の
山
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

家持が政務を執っていたとされる国庁跡に程近い場所から見た立山連峰。
現在は新湊大橋が渡され、新たな景観が広がっています。

た
ち
や
ま

と
こ
な
つ

か
む

わ
が
屋
戸
の
　
い
さ
さ
群
竹

　
吹
く
風
の
　
音
の
か
そ
け
き

　
　
こ
の
夕
べ
か
も

　
　
　
　
（
大
伴
　
家
持
）

わ
が
屋
戸
の
　
い
さ
さ
群
竹

　
吹
く
風
の
　
音
の
か
そ
け
き

　
　
こ
の
夕
べ
か
も

　
　
　
　
（
大
伴
　
家
持
）

「
群
竹
寮
」
の
由
来
の
歌

「
群
竹
寮
」
の
由
来
の
歌

―
―
私
の
家
の
少
し
ば
か
り
の
竹
の

茂
み
に
吹
い
て
い
る
風
の
音
が
、
か

す
か
に
聞
こ
え
る
こ
の
夕
暮
れ
よ
。

ゆ
ふ

や

ど

む
れ

た
け

し
ぶ
た
に

（3）　第134号　2023年1月16日 （2）



こだわりの塩調味料に漬け込んだ卵を封入する利用者さん。
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Ｑ
．
美
術
の
勉
強
は
ず
っ
と
続
け
て
き
た
の
で

す
か
？

―
―

高
校
の
美
術
教
師
を
目
指
し
、
大
学
で
は

美
術
を
専
攻
し
て
い
ま
し
た
が
、
採
用
試
験
を

５
回
も
挑
戦
し
た
の
に
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
時
に
知
人
の
紹
介
で
、
当
時
園
長
を
さ

れ
て
い
た
中
田
勉
め
ひ
の
野
園
創
立
者
（
故
）

に
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。

Ｑ
．
そ
の
時
は
ど
ん
な
お
話
を
さ
れ
た
の
で
す

か
？

―
―「
絵
画
教
室
で
、
子
ど
も
ら
（
利
用
者
）

に
絵
を
教
え
る
仕
事
は
出
来
る
か
？
」と
。「
教

え
る
と
言
っ
て
も
、
た
だ
描
き
た
い
よ
う
に
描

か
せ
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
絵
を
描
く
の
が
好
き
な
ら
、
園
の

広
報
紙
に
マ
ン
ガ
で
も
描
い
て
み
い
」
と
言
わ

れ
、広
報
紙
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　Ｑ
．
そ
の
一
年
後
に
は
広
報
委
員
長
と
し
て
、

園
の
広
報
活
動
を
一
任
さ
れ
て
い
ま
す
ね
？

―
―
当
時
の
広
報
紙
は
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
で
、
今

よ
り
も
文
章
が
多
く
、
難
し
い
内
容
の
記
事
が

多
い
な
、
と
い
う
印
象
で
し
た
。「
ど
う
せ
作

る
な
ら
も
っ
と
良
い
も
の
に
し
た
い
」
と
、
ま

ず
は
カ
ラ
ー
印
刷
に
変
え
、
よ
り
見
や
す
く
、

分
か
り
や
す
い
内
容
に
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

ま
し
た
。

　
昨
年
は
「
写
真
を
も
っ
と
充
実
さ
せ
た
い
」

と
い
う
思
い
か
ら
「
写
真
部
」
の
創
部
を
園
長

に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
さ
せ
て
も
ら
え

る
土
壌
が
あ
る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す

ね
。

Ｑ
．
紙
面
制
作
の
コ
ツ
は
あ
り
ま
す
か
？

―
―「
文
章
力
」
よ
り
も
「
聴
く
力
」
の
ほ
う

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
意
見
や

感
想
を
小
難
し
く
書
く
よ
り
も
、
当
事
者
に
直

接
話
を
聞
き
に
行
き
、
そ
こ
で
色
々
な
思
い
が

引
き
出
せ
た
り
、
意
外
な
答
え
が
返
っ
て
き
た

り
し
て
、
よ
り
面
白
い
記
事
が
書
け
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
の
展
望
は
？
　

―
―
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
（
笑
）、

つ
い
に
40
周
年
記
念
誌
が
完
成
し
ま
し
た
。
職

員
や
利
用
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
記
念
誌
に
な

っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。｢

み
ん
な
、
こ
ん
な

に
素
敵
な
笑
顔
で
仕
事
を
し
て
い
る
ん
だ
よ｣

と
気
付
い
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
活
動
に
は
、
園
の
外
部
へ
情
報
を
発
信

す
る
役
割
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
「
内
部
効
果
」
と
言
え
る
力
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
職
員
の
皆
さ
ん
が
、
自
分
自
身
で
も
気

付
い
て
い
な
い
素
晴
ら
し
い
利
用
者
支
援
や
頑

張
り
を
取
材
を
通
し
て
引
き
出
す
こ
と
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

40周年記念誌の撮影で、営業・販売課の皆さんをパチリ。そこで撮れたの
が右の写真。「職員のコメント」のコーナーに使われました。

めひの野園40年の歴史が詰まった
記念誌がついに完成！

あした
の

めひの

あした
の

めひの

　
委
員
長
の
、
妥
協
す
る
こ
と
な
く
原

稿
と
向
き
合
う
姿
勢
、尊
敬
し
ま
す
！

記・広
報
委
員
会
　
柴
田
　
香
菜
江

高じた趣味を仕事に活かす「めひのの職員」紹介します！
ウォーム・ワークやぶなみ
みしまの工房　ペレット班

　
　“

会
長“ 

へ

　
あ
る
日
、当
時
私
が
勤
務
し
て
い
た
病
院
に
80
代
の
男
性

が
入
院
し
て
き
た
。職
員
と
も
気
さ
く
に
話
を
し
て
く
れ
る

そ
の
人
は
、い
つ
し
か
「
会
長
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。毎
日
必
ず
誰
か
が
、
ま
し
て
や
週
末
と
も
な
る
と
た
く

さ
ん
の
方
が
次
々
と
病
室
を
訪
れ
、笑
い
声
が
絶
え
な
い
４

３
２
号
室
。ど
ん
な
に
体
調
が
悪
く
て
も
「
誰
か
来
た
ら
起

こ
し
て
く
れ
」、
そ
う
言
っ
て
見
舞
客
と
笑
顔
で
会
話
を
し

て
い
る
姿
を
何
度
見
た
だ
ろ
う
。夕
方
誰
も
居
な
く
な
っ
た

病
室
を
訪
れ
る
と
、さ
っ
き
ま
で
い
た
人
た
ち
の
苦
労
話
や

子
供
た
ち
の
話
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

「
誰
も
面
倒
見
て
く
れ
ん
奴
ら
、
誰
か
見
て
や
ら
に
ゃ
ダ
メ

や
ろ
が…

」。そ
う
話
し
、涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
利
用
者
か
ら

届
い
た
葉
書
を
眺
め
て
い
た
の
も
印
象
深
い
。毎
日
、
機
械

の
よ
う
に
オ
ム
ツ
交
換
や
排
泄
、
入
浴
、
食
事
介
助
に
追
わ

れ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、会
長
と
の
時
間
は
癒
し
だ
っ
た
。

　
私
は
今
、あ
な
た
が
創
設
し
た「
め
ひ
の
野
園
」で
働
て
い

る
。毎
日
が
刺
激
的
で
、大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
け

れ
ど
、ふ
と
気
付
く
と
利
用
者
の
こ
と
を
考
え
て
る
自
分
が

い
る
。心
配
な
の
か
ど
う
な
の
か
、
時
々
夢
に
出
て
く
る
会

長
。

「
私
は
毎
日
利
用
者
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
し
て
ま
す
」――

。

あ
な
た
と
の
出
会
い
が
自
閉
症
、そ
し
て
め
ひ
の
野
園
と
私

を
結
び
つ
け
て
く
れ
た
か
ら
。こ
れ
か
ら
も
あ
な
た
の
教
え

の
よ
う
に
、『
ま
だ
手
が
差
し
の
べ
ら
れ
て
い
な
い
人
た
ち

に
手
を
差
し
の
べ
、そ
の
障
害
を
理
解
し
心
の
扉
を
開
い
て

も
ら
え
る
よ
う
に
』歩
み
寄
っ
て
い
き
ま
す
。

ウォーム・ワークやぶなみ
食彩部門職業指導員

めひの野園職員の
雑感コーナー

酒井　いづみ

　
め
ひ
の
野
園
で
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん

だ
新
商
品
が
日
々
考
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
め
ひ
の
野
園
自
慢

の「
平
飼
い
卵
」を
使
っ
た「
塩
ゆ
で
た
ま
ご
」。

手
掛
け
た
の
は
「
ウ
ォ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
や
ぶ

な
み
食
彩
部
門
」
の
酒
井
指
導
員
で
す
。

　
商
品
開
発
の
き
っ
か
け
は
、「
コ
ン
ビ
ニ
で

販
売
し
て
い
る
ゆ
で
卵
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
｣

と
の
こ
と
。「
め
ひ
の
野
園
の
『
平
飼
い
卵
』

で
作
れ
ば
、
き
っ
と
美
味
し
く
出
来
る
は
ず

…
」
と
、
自
信
を
持
っ
て
作
っ
て
み
た
の
で

す
が
、
そ
ん
な
に
簡
単
で
は
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　
開
発
当
初
は
、「
卵
を
茹
で
て
、
塩
味
を

付
け
る
だ
け
の
簡
単
な
作
業
で
し
ょ
⁉
」

と
思
っ
て
い
た
と
言
う
酒
井
指
導
員
。と

こ
ろ
が
実
際
に
作
っ
て
み
る
と
、
市
販
の

食
塩
で
は
塩
味
ば
か
り
が
強
く
な
り
、
味

の
濃
さ
も
均
一
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
と

か
。３
ヵ
月
間
の
試
作
を
重
ね
て
辿
り
着

い
た
の
が
「
能
登
島
産
の
粗
塩
」。ミ
ネ
ラ

ル
を
多
く
含
む
粗
塩
だ
か
ら
こ
そ
、
卵
本

来
の
美
味
し
さ
が
活
か
さ
れ
、
中
田
園
長

お
墨
付
き
の
味
に
仕
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
美
味
し
さ
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
お
子

様
の
お
弁
当
や
、
お
つ
ま
み
に
も
手
軽
に

使
っ
て
い
た
だ
け
る
商
品
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
酒

井
指
導
員
。そ
ん
な「
塩
ゆ
で
た
ま
ご
」は
、

め
ひ
の
野
園
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
希

望
」や
、各
種
イ
ベ
ン
ト
に
て
販
売
中
で
す
。

　
お
手
軽
で
美
味
し
い
「
塩
ゆ
で

た
ま
ご
」は
、１
袋
に
２
個
入
って

１
２
０
円
で
販
売
中
で
す

記
・
広
報
委
員
会
　
宮
舟 

貴
子

「食彩部門」から満を持して新登場！
平飼いで伸び伸び育った鶏の卵は、これまで「パック卵」や
「燻製卵」として販売されてきました。 平飼いたまごの塩ゆでたまご

めひの　プラス
Mehino ＋

めひの野園の
オススメ新商品を紹介します！
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。
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。
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。
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あ
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が
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し
い
「
塩
ゆ
で

た
ま
ご
」は
、１
袋
に
２
個
入
って

１
２
０
円
で
販
売
中
で
す

記
・
広
報
委
員
会
　
宮
舟 

貴
子

「食彩部門」から満を持して新登場！
平飼いで伸び伸び育った鶏の卵は、これまで「パック卵」や
「燻製卵」として販売されてきました。 平飼いたまごの塩ゆでたまご

めひの　プラス
Mehino ＋

めひの野園の
オススメ新商品を紹介します！
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めひのスポーツめひのスポーツＭＶＰＭＶＰ
祝！中田監督

宙を舞う！
祝！中田監督

宙を舞う！
2022年度呉羽リーグＶ2022年度呉羽リーグＶ

水井水井

チーム内首位打者チーム内首位打者室澤室澤

はは
（作業センターふじなみ）（作業センターふじなみ）

（ウォーム・ワークやぶなみ）（ウォーム・ワークやぶなみ）
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誉
を
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え
て

栄
誉
を
讃
え
て

呉
羽
リ
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グ
表
彰
式

呉
羽
リ
ー
グ
表
彰
式

２
０
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２
年
度 

チ
ー
ム
成
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表

２
０
２
２
年
度 

チ
ー
ム
成
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表

対
戦
相
手
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焼
肉
　
慶

ス
ク
ラ
ッ
プ
ス

パ
ル
マ
ラ
ッ
ト

オ
ス
カ
ー
球
団

焼
肉
　
慶

バ
ブ
リ
ン
ズ

①

⑦

②

⑧

③

⑨

④

⑩

⑤

⑪
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対
戦
相
手

勝
敗

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
富
山

本
願
寺
ク
レ
シ
ャ
ー
ス

オ
ス
カ
ー
球
団

北
酸
野
球
ク
ラ
ブ

オ
ス
カ
ー
球
団

A4サイズの書類がピッタリ収まる「図面袋」。

作業中にいつも身にまとっている、大好きな「チェンジマン」の衣装も全て手作りです。

 

め
ひ
の
野
園
で
は
、「
利
用
者
さ
ん
の

出
来
る
こ
と
、得
意
な
こ
と
、好
き
な
こ

と
を
活
か
し
、仕
事
に
つ
な
げ
て
い
く
」

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
さ
ん
の
中
に
は
、自
分
の
仕
事

に
没
頭
す
る
う
ち
に
素
晴
ら
し
い
技
術

を
身
に
付
け
、い
つ
し
か「
め
ひ
の
の
職

人
」と
呼
ば
れ
て
い
る
人
々
が
い
ま
す
。

そ
ん
な「
キ
ラ
リ
！
」と
光
る「
め
ひ
の

の
職
人
達
」を
紹
介
し
ま
す
！

　「
み
し
ま
の
工
房 

は
た
お
り
班
」に
は
、「
富

山
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
協
議
会
」を
通
じ
、行

政
な
ど
か
ら「
図
面
袋
」と
い
う
商
品
の
注
文
が

入
っ
て
き
ま
す
。Ａ
４
サ
イ
ズ
に
畳
ん
だ
図
面

な
ど
を
整
理
す
る
の
に
適
し
た
こ
の
商
品
で
す

が
、
富
山
県
内
の
福
祉
事
業
所
に
共
同
受
注
の

割
り
振
り
を
手
配
す
る
同
協
議
会
に
と
っ
て
は

ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
の
種
が
…
。

　
そ
れ
は
、
「
あ
ま
り
に
も
作
業
工
程
が
多
い

た
め
、
同
じ
品
質
で
大
量
に
製
作
出
来
る
事
業

所
が
無
い
」
と
い
う
こ
と
。
こ
の
重
責
を
一
人

で
担
っ
て
い
る
の
が
、
「
め
ひ
の
の
ミ
シ
ン
職

人
」
こ
と
、
池
原
律
子
さ
ん
な
の
で
す
。

県
内
の
福
祉
事
業
所
で
も
随
一
の
技
術
。

今
回
の
職
人
は
人
呼
ん
で
、め
ひ
の
の

「
ミ
シ
ン
職
人
」

今回のキラリ！人
作業センターふじなみ

池原  律子さん

め
ひ
の

め
ひ
の

ビ  

ト
ビ  

ト

キキ
ララ
リリ
人人
！！

Vol.10

多
い
時
は
ひ
と
月
に
１
０
０
枚
も
作

る
と
言
う
か
ら
す
ご
い
根
気
で
す
！

　
　
　
　
　
　（
記・岡
崎
　
秀
徳
）

で
す
。

　
普
段
は
椎
茸
工
場
の
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な

み
で
、
台
車
運
び
や
箱
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

る
池
原
さ
ん
で
す
が
、
以
前
に
縫
製
工
場
で
働

い
て
い
た
経
験
も
あ
っ
て
、
ミ
シ
ン
仕
事
は
お

手
の
物
。
毎
週
月
曜
日
の
午
後
に
「
み
し
ま
の

工
房
は
た
お
り
班
」
で
作
業
す
る
の
が
楽
し
み

で
、
「
自
然
に
フ
ァ
イ
ト
が
入
り
ま
す
！
」
と

話
す
池
原
さ
ん
。

　
指
導
さ
れ
て
い
る
吉
田
先
生
（
手
芸
教
室
講

師
）
に
よ
る
と
、
「
少
し
ず
つ
出
来
る
こ
と
が

増
え
て
い
ま
す
。
で
も
彼
女
は
寂
し
が
り
屋
な

の
で
、
職
員
と
お
話
を
し
な
が
ら
仕
事
を
す
る

の
が
楽
し
い
み
た
い
で
す
ね
」
と
の
こ
と
。

　
池
原
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
得
意
な
ミ
シ
ン
作

業
を
活
か
し
て
、
図
面
袋
を
待
っ
て
い
る
人
た

ち
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

地域の野球愛好家たちが熱戦を繰り広げた「呉羽リーグ」。2022シーズンを優勝で飾り、
中田監督を胴上げするめひの野園野球部のメンバー。

リーグ代表の村藤さんから表彰状やトロフィーが
手渡されました。

1年間戦い抜いためひの野園ナイン。

　
今
年
め
ひ
の
野
園
で
は
２
人
の
利
用

者
さ
ん
が
成
人
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
門
出
を
迎
え
た
２
人
を
紹
介

し
ま
す
。

め
ひ
の
野
園

祝

成
人

！
保護者より

健
士
朗
さ
ん
成
人
お
め
で
と
う
。

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
風
ニ
モ
マ
ケ
ズ
文
句
モ

言
ワ
ズ
」
毎
日
真
面
目
に
出
勤
す
る
姿

を
見
て
感
心
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
健
康
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

笠間 健士朗さん
作業センターふじなみ 保護者より

人
と
の
関
わ
り
の
中
で
育
っ
て
い
く
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

出
会
い
や
繋
が
り
を
大
切
に
、
い
つ
も

笑
顔
で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
。

羽廣 龍介さん
春の苑

Ｑ
．
Ｍ
Ⅴ
Ｐ
に
輝
い
た
感
想
は
？

―
―
受
賞
は
も
ち
ろ
ん
光
栄
で
す

が
、
入
部
し
た
ば
か
り
の
自
分
に
、

中
田
監
督
か
ら
「
声
を
出
し
て
チ

ー
ム
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
。
『
リ

ー
ド
オ
フ
マ
ン
』
と
し
て
、
と
に

か
く
塁
に
出
る
こ
と
」
と
い
う
役

割
を
与
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
何

よ
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
！

Ｑ
．
来
季
の
目
標
は
？

―
―
自
分
に
与
え
ら
れ
た
役
割
を

胸
に
刻
み
、
来
シ
ー
ズ
ン
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

声
を
出
し
、
チ
ー
ム
に
活
力
を
与
え
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
デ
ッ
ド
ボ
ー
ル
を
受
け
て
で
も
、
出

塁
数
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
（
笑
）。

　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
は

今
シ
ー
ズ
ン
の
全
日
程
を
終

了
し
た
。

　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
は
、

呉
羽
リ
ー
グ
優
勝
を
成
し

遂
げ
、個
人
賞
を
独
占
す
る

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

Ｑ
．
チ
ー
ム
内
首
位
打
者
の
感
想
は
？

―
―
個
人
の
成
績
は
と
も
か
く
、
チ
ー
ム
の
主

将
と
し
て
感
じ
る
の
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
現
状
の
中
で
も
野
球
へ
の
情
熱
を
失
わ
ず
、

日
々
の
練
習
や
、
試
合
を
続
け
た
こ
の
チ
ー
ム

へ
の
感
謝
の
思
い
で
す
。

　
富
山
新
聞
社
杯
争
奪
呉
羽
リ
ー
グ
記
念
大
会
（
富
山
新
聞
社

後
援
）
の
表
彰
式
が
11
月
11
日
、
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
で

行
わ
れ
、
７
年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
め
ひ
の
野
園

野
球
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
表
彰
に
加
え
、
最
優

秀
選
手
賞
の
中
塩
映
投
手
を
始
め
、
個
人
賞
を
獲
得
し
た
各
選

手
に
も
表
彰
状
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
．
来
季
の
目
標
は
？

―
―
呉
羽
リ
ー
グ
で
は

優
勝
出
来
ま
し
た
が
、

富
山
野
球
協
会
朝
間
野

球
大
会
は
決
勝
戦
で
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

や
は
り
現
状
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
、
高
い
目

標
に
向
か
っ
て
意
識
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

水
井
翼

室
澤
尚
史

▽
最
優
秀
選
手
賞
　
中
塩
映
　
▽

最
多
安
打
賞
　
保
木
諭
吉
　
▽
最

多
長
打
賞
　
水
井
翼
　
▽
最
多
打

点
賞
　
室
澤
尚
史
　
▽
最
多
四
死

球
賞
　
河
合
佑
太
朗
　
▽
最
多
勝

利
投
手
賞
　
中
塩
映

6-6
△

1-8
●

10-0
〇

7-3
〇

3-2
〇

9-0
〇

3-0
〇

15-0
〇

0-6
●

8-8
△

13-3
〇
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、好
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な
こ

と
を
活
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し
、仕
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に
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げ
て
い
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」

こ
と
を
モ
ッ
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ー
に
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
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ん
の
中
に
は
、自
分
の
仕
事

に
没
頭
す
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う
ち
に
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ら
し
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技
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を
身
に
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け
、い
つ
し
か「
め
ひ
の
の
職
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呼
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い
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が
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ま
す
。
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！
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の
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達
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面
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面
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の
に
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が
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山
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業
所
に
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同
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の
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り
振
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を
手
配
す
る
同
協
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会
に
と
っ
て
は

ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
の
種
が
…
。

　
そ
れ
は
、
「
あ
ま
り
に
も
作
業
工
程
が
多
い

た
め
、
同
じ
品
質
で
大
量
に
製
作
出
来
る
事
業

所
が
無
い
」
と
い
う
こ
と
。
こ
の
重
責
を
一
人

で
担
っ
て
い
る
の
が
、
「
め
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の
の
ミ
シ
ン
職

人
」
こ
と
、
池
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律
子
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な
の
で
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。

県
内
の
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事
業
所
で
も
随
一
の
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。
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」
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と
言
う
か
ら
す
ご
い
根
気
で
す
！
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工
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の
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な

み
で
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車
運
び
や
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に
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以
前
に
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工
場
で
働

い
て
い
た
経
験
も
あ
っ
て
、
ミ
シ
ン
仕
事
は
お

手
の
物
。
毎
週
月
曜
日
の
午
後
に
「
み
し
ま
の

工
房
は
た
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り
班
」
で
作
業
す
る
の
が
楽
し
み

で
、
「
自
然
に
フ
ァ
イ
ト
が
入
り
ま
す
！
」
と
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す
池
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さ
ん
。

　
指
導
さ
れ
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い
る
吉
田
先
生
（
手
芸
教
室
講

師
）
に
よ
る
と
、
「
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し
ず
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出
来
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と
が

増
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い
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で
も
彼
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は
寂
し
が
り
屋
な

の
で
、
職
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と
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を
し
な
が
ら
仕
事
を
す
る

の
が
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し
い
み
た
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で
す
ね
」
と
の
こ
と
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池
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ん
、
こ
れ
か
ら
も
得
意
な
ミ
シ
ン
作

業
を
活
か
し
て
、
図
面
袋
を
待
っ
て
い
る
人
た

ち
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！

地域の野球愛好家たちが熱戦を繰り広げた「呉羽リーグ」。2022シーズンを優勝で飾り、
中田監督を胴上げするめひの野園野球部のメンバー。

リーグ代表の村藤さんから表彰状やトロフィーが
手渡されました。

1年間戦い抜いためひの野園ナイン。

　
今
年
め
ひ
の
野
園
で
は
２
人
の
利
用

者
さ
ん
が
成
人
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
し
い
門
出
を
迎
え
た
２
人
を
紹
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し
ま
す
。
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ひ
の
野
園

祝

成
人

！
保護者より

健
士
朗
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ん
成
人
お
め
で
と
う
。
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マ
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ズ
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モ
マ
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ズ
文
句
モ
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ズ
」
毎
日
真
面
目
に
出
勤
す
る
姿

を
見
て
感
心
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
健
康
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

笠間 健士朗さん
作業センターふじなみ 保護者より

人
と
の
関
わ
り
の
中
で
育
っ
て
い
く
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

出
会
い
や
繋
が
り
を
大
切
に
、
い
つ
も

笑
顔
で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
願
っ

て
い
ま
す
。

羽廣 龍介さん
春の苑

Ｑ
．
Ｍ
Ⅴ
Ｐ
に
輝
い
た
感
想
は
？

―
―
受
賞
は
も
ち
ろ
ん
光
栄
で
す

が
、
入
部
し
た
ば
か
り
の
自
分
に
、

中
田
監
督
か
ら
「
声
を
出
し
て
チ

ー
ム
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
。
『
リ

ー
ド
オ
フ
マ
ン
』
と
し
て
、
と
に

か
く
塁
に
出
る
こ
と
」
と
い
う
役

割
を
与
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
何

よ
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
！

Ｑ
．
来
季
の
目
標
は
？

―
―
自
分
に
与
え
ら
れ
た
役
割
を

胸
に
刻
み
、
来
シ
ー
ズ
ン
も
こ
れ
ま
で
以
上
に

声
を
出
し
、
チ
ー
ム
に
活
力
を
与
え
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
デ
ッ
ド
ボ
ー
ル
を
受
け
て
で
も
、
出

塁
数
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
（
笑
）。

　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
は

今
シ
ー
ズ
ン
の
全
日
程
を
終

了
し
た
。

　
め
ひ
の
野
園
野
球
部
は
、

呉
羽
リ
ー
グ
優
勝
を
成
し

遂
げ
、個
人
賞
を
独
占
す
る

と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。

Ｑ
．
チ
ー
ム
内
首
位
打
者
の
感
想
は
？

―
―
個
人
の
成
績
は
と
も
か
く
、
チ
ー
ム
の
主

将
と
し
て
感
じ
る
の
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
現
状
の
中
で
も
野
球
へ
の
情
熱
を
失
わ
ず
、

日
々
の
練
習
や
、
試
合
を
続
け
た
こ
の
チ
ー
ム

へ
の
感
謝
の
思
い
で
す
。

　
富
山
新
聞
社
杯
争
奪
呉
羽
リ
ー
グ
記
念
大
会
（
富
山
新
聞
社

後
援
）
の
表
彰
式
が
11
月
11
日
、
作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
な
み
で

行
わ
れ
、
７
年
ぶ
り
３
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
め
ひ
の
野
園

野
球
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ー
ム
の
表
彰
に
加
え
、
最
優

秀
選
手
賞
の
中
塩
映
投
手
を
始
め
、
個
人
賞
を
獲
得
し
た
各
選

手
に
も
表
彰
状
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
．
来
季
の
目
標
は
？

―
―
呉
羽
リ
ー
グ
で
は

優
勝
出
来
ま
し
た
が
、

富
山
野
球
協
会
朝
間
野

球
大
会
は
決
勝
戦
で
悔

し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

や
は
り
現
状
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
、
高
い
目

標
に
向
か
っ
て
意
識
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

水
井
翼

室
澤
尚
史

▽
最
優
秀
選
手
賞
　
中
塩
映
　
▽

最
多
安
打
賞
　
保
木
諭
吉
　
▽
最

多
長
打
賞
　
水
井
翼
　
▽
最
多
打

点
賞
　
室
澤
尚
史
　
▽
最
多
四
死

球
賞
　
河
合
佑
太
朗
　
▽
最
多
勝

利
投
手
賞
　
中
塩
映

6-6
△

1-8
●

10-0
〇

7-3
〇

3-2
〇

9-0
〇

3-0
〇

15-0
〇

0-6
●

8-8
△

13-3
〇

（7）　第134号　2023年1月16日 （6）



（
２
０
２
２・9・21
〜
２
０
２
２・12・13
）敬
称
略

（
２
０
２
２・9・17
〜
２
０
２
２・12・11
）敬
称
略

や
ね
の
う
え
の
ガ
チ
ョ
ウ

電
気
オ
ー
ブ
ン
整
備
完
了

　
社
会
福
祉
法
人
富
山
県
共
同
募
金
会
か
ら

の
令
和
四
年
度
事
業
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金

助
成
金
」
を
活
用
し
、
電
気
オ
ー
ブ
ン
を
整

備
し
ま
し
た
。

　
よ
り
質
の
高
い
商
品
を
作
り
、
売
上
を
向

上
さ
せ
、
利
用
者
の
工
賃
ア
ッ
プ
に
繋
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
整
備
完
了
の
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

「
お
墨
付
き
」と
は「
そ
の
品
物
が『
本
物
で

あ
る
こ
と
』
や
、『
確
か
な
品
質
で
あ
る
こ
と
』

を
保
証
す
る
」と
い
う
意
味
の
言
葉
で
、
例
え

ば「
食
彩
部
門
の
新
商
品『
塩
ゆ
で
た
ま
ご
』の

美
味
し
さ
は
、
園
長
の
お
墨
付
き
で
あ
る
」と

い
う
具
合
に
使
わ
れ
る
。

も
と
も
と
は
室
町
時
代
や
江
戸
時
代
に
、将

軍
や
大
名
と
い
っ
た
身
分
の
高
い
人
が
、
自
分

の
書
状
に
「
花
押
（
か
お
う
）」
と
い
う
署
名
を

墨
で
書
き
、
本
物
で
あ
る
証
に
し
て
い
た
こ
と

か
ら
そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

本
紙
「
め
ひ
の
＋（
プ
ラ
ス
）」の
コ
ー
ナ
ー
で

紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
園
で
は
新
商
品
の

開
発
に
日
々
力
を
入
れ
て
い
る
。商
品
コ
ン
セ

プ
ト
の
発
案
に
始
ま
り
、
生
産
計
画
の
立
案
、

原
価
計
算
、食
材
の
吟
味
、製
造
方
法
の
工
夫

…

と
、
商
品
化
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
一
般
的
な

企
業
と
大
差
な
い
と
思
う
が
、当
園
の
場
合
は
、

も
う
一
つ
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
。そ
れ
は
「
園
長
の
舌
」…

で
は
な
く

（
笑
）、「
利
用
者
が
い
か
に
生
産
工
程
に
携
わ
っ

て
い
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。ど
れ
だ
け
良

い
試
作
品
が
出
来
た
と
し
て
も
、
利
用
者
の
出

来
る
こ
と
や
得
意
な
こ
と
が
仕
事
に
活
か
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば「
お
墨
付
き
」は
も
ら
え
な
い
。

原
材
料
費
の
高
騰
や
、経
済
活
動
の
鈍
化
な

ど
、課
題
が
尽
き
な
い
昨
今
で
は
あ
る
が
、そ
れ

で
も
利
用
者
の
仕
事
を
創
出
す
る
た
め
に
、
ハ

ー
ド
ル
を
一
つ
ひ
と
つ
ク
リ
ア
し
、め
ひ
の
野
園

な
ら
で
は
の
一
品
を
世
に
送
り
出
す
ま
で
挑

戦
を
続
け
る
職
員
の
姿
を
、今
年
も
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
岡
崎
　
記
）

　
　
　
　
　
　
　
記

一
、
総
事
業
費
　
　
　  

三
二
七
万
八
千
円

一
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
助
成
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

二
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佐
藤
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　立山連峰から昇る朝日を浴び、神 し々い光に包まれる
富山県高岡市の「雨晴（あまはらし）海岸」。
　ここは万葉集では「渋渓」と詠まれ、現在めひの野園に
９棟あるグループホームの1つ「渋渓寮」の寮名はこれに
由来しています。

　立山連峰から昇る朝日を浴び、神 し々い光に包まれる
富山県高岡市の「雨晴（あまはらし）海岸」。
　ここは万葉集では「渋渓」と詠まれ、現在めひの野園に
９棟あるグループホームの1つ「渋渓寮」の寮名はこれに
由来しています。
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